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ひとこと

　神戸小学生連続殺傷事件の加害者が、中学3年生の少年だったという

ことはまったく予想もしていなかっただけに、まさに日本中の家族がシ

ョックを受け、悩んだ事件ではなかったのではないだろうか。なんとも

悲惨な事件であり、殺された小学生の痛ましさ、被害者の親家族の心

痛も察するにあまりある。また加害者の少年の心も痛ましく悲しい。

　さてこの「酒鬼薔薇」事件をめぐって、マスコミが連日にわたって事

件をもたらした土壌を掘り起こす論評を、専門家や有識者を使って行っ

た。そのなかでは、学校教育、親子関係、家族のあり方、子どもの発達

のゆがみ、そして少年法改正問題などがとりあげられていた。どの解説

もうなずけるものだったと思うが、でも．なにか一面的で心から納得で

きなかった。その理由の一つには、われわれ大人がいまの子どもたちが

見えていないことにあるのではないだろうか。いまの子どもたちにはま

ったく同じ子のなかに正常（いい子）と異常（悪い子）が同居している

し、しかもその見分けがつかないような、そういうパーソナリティをも

っていると経験的に感ずる。よほど深く食い込んでいかないと子どもが

見えなくなる。それが見えるのが本来は親の筈である。だが、希薄化し

ている親子関係では決して自分の子どもでも見えてこない。親子といえ

ども独立した個人同士であり、子どもを干渉することは子どもの人権を

認めず、自主性を阻害する悪い親であるという風潮のなかで、親子の間

のなかでの真のコミュニケーションは形成できない。本音のない当たり

さわりのない親子関係が好ましいのだろうか。妙に物分かりが良く、子

どもを叱らず干渉せず、何でも欲求をみたしてやリ、腫れ物にさわるよ

うに子どもを扱う親たちが増えてきていることに憂慮する。

　家庭とは何か、そのなかでの親子とはどういうものかということを、

根底から考え直してみる必要があるような気がしてならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長・福島一雄
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父親は価値を伝えるこ

親子関係のいまとこれから

とを避け、

母親はお母さんになりきれない。

親子関係の現代の特徴

出席者（敬称略）

　もり　おか　さよ　　h

◆森岡清美（淑徳大学大学院特任搬・家族社会学）

　ふ（　しま　カ・ず　 お

◆福島一雄供生an望の家施設長）

　むら　せ　　か　　よ　　こ

◆村瀬嘉代子（大正大学燗学部教授・蹴峡学）

現代は、心は長いプロセスで形成
されるということに無頓着では…。

福島　子どもが変わった、家族が変わった、しかも、

その変化は社会・経済の構造的変化に影響されて劇

的だとよく言われます。制定後50年を迎える児童福

祉法の改正が議論されてきましたが、この6月3日、

その改正案が成立し、来rp　4月1日から施行される

ことになりました。この改正のキーワードの一つは

子育て支援です。そ’の背景としては、親子関係が変

化してきていることを踏まえています。

　では、子どもや家族はどう変わったのでしょうか。

養護施設という現場で子どもたちを見ていると、家

族の行く末はどうなるのかという心配も起きてくる

わけでして……。特に、近年の子どもの心身の発達

状況や問題行動の背景にある親子関係に注目せざる

を得ません。ここでは、その親子関係の実態を明ら

かにしながら、行政も含め、社会全体としてどうい

うサポートが必要かを考えたいと思います。親子の

精神的問題に臨床的にかかわちれている村瀬先生は、

今日の親子関係をどうお感じですか。

村瀬　今日、家族も高度な機械文明の利使性を日常

において享受しているのですが、そこから生じた効

率重視の社会風潮は、人間の精神形成においても、

手塩に掛けるという過程を経なくてもうまく育つと

いう期待を人の心に生み出しているのではないでし

ょうか。それが今日の親子関係あるいは子どもの健

全な育成に影を落としているひとつの課題かなと思

います。本来、人間の精神形成や成長、言い換えれ

ば子どもの養育は促成栽培ができないのですが……。

幼い子どもとの日々のやりとりは一見したところ同

じことの繰り返しのようですが、実はそこには微妙

な変化があるのです。でも、すぐ結果が出ないこと

にまどろっこしさを感じているのでは……。
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森岡　私は、現代社会は、心は長いプロセスを経て

形成されるということに無頓着ではないかと思うの

です。あまり考えていない・…・・。

村瀬　例えば、テレビの画而で頂上から1府ll敢した美

しい景色をアップで見ていると、登lh途中の苦労を

あまり想像しませんね。このような疑似的なシミュ

レーションのなかでは、人の気持ちを察するという

か、俗にいう心が練られる機会がとても乏しくなる

と思います。人とのやりとりのなかで言葉の意味す

るところを感じ、人の気持ちを察するわけですから。

想像力も育ちにくく、友達をいじめても、相手にと

ってそれがどんなに苦痛かがわからない。

森岡　マルチメディアには、教育機能と相反する破

壊機能があります。しかし、そのほうが子どもにと

ってはおもしろい。例えばディズニーランド、あれ

は疑似環境での疑似体験、そこに金部おもしろいも

のが入っている……。ですから、疑似環境で’の学習

は使い方によってはすごく大切だと思います。ただ、

いまは実体験を通して心を養うことが困難になって

います。以前の子どもたちは自然のなかで仲間と遊

び、膝を擦りむいた「）といった小さなけがをしなが

ら体験を積み、け然とのかかわり方やf中問とのルー

ルなどいろいろなことを学び、心を養うことが可能

でした。いまはそういう環境がありません。

福島　東京では東京オリンピックによって道路がア

スファルトになり、新幹線が走り、高速道路が整備

されました。ちょうどあのころから、東京にトンボ

がいなくなったと言われています。経済、社会の進

展が結果的にもたらしたのだと思います。そのよう

ななかで親が必死に努力をしても、教育システムも

杜会経済の動向に合わせて変化していく・…・・。ある

大学の生物学の先生の話ですが、学生に、例えば鶏

の絵を描かせると4本足だったり、兎を描かせると

ぬいぐるみの兎を描く。魚には尾ビレや背ビレがな

かったり・…・・。その先生は、いまの学生は受験のた

llト界の児噺と｝脚1

めの知識は豊富だけど、体験が不足し生活を読む力

がほとんど欠けていると嘆いていました、，

村瀬　機械文明のなかで、経験によって心が育てら

れるような生活をどうやって維持するか。大変な難

事業だと思いますね。

森岡　体験不足に加え、言葉の問題もあると思いま

す。例えば、親子間、あるいは親戚、親族に通じる

言葉、つまり相手の立場に応じた言薬の使い方の訓

練がされていない。先lil、小学生の孫の運動会で、

プログラムに「校長先生の話」とありました。これ

を見たとき、どうして「校長先生のお話」と“お”

がつかないのかと思いました。司会の児政は「いま

から校長先生の話を聞きます」と紹介するわけです。

私が大学生と話をしていて感じるのは、敬語を知ら

ないというよりも、その使い方のセンスがないとい

うことです。学校でも敬語のセンスを教えていない

のではないでしょうか。

　このように日常の暮らしのなかで心を養うとか、

基本的な生活19慣を養うとか、そのような訓練がな

おざりにされている。しかも、なおざりにしている

ことに対しても無頓着なので’はないでしょうか．，

家庭の教育力の低下を子どもたち

が指摘しているのです。

福島　無頓β9fというよりは、何を学習させるべきか

をよく理解していない親たちが登場してきているの

ではないかと思うのですが・…・・。

森岡　2年前に総務庁青少年対策本部が］5歳から23

歳までの青少年を対’象に爽施した生活意識調査で、

日本の子どもはよく育っていると思うかという質問

に、5割以上がよく育っているとは思わない、その

理由は家庭のしつけや教育が不十分だと答えていま

す．つまり、子どもたちによって、家庭の教育力が

落ちてきたことが指摘されたわけです。さらに、4

年前実施された総理府広報室の青少年と家庭に関す
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る世論調査では、家庭の教育力が低下した理山とし

て、親の過保護や．1・1’やかし、しつけや教育への無関

心・無頓着、放任があがっています。それから教育

に自信がない、教育の仕方がわからない、教育方針

がないことが指摘されています。就労する母親の増

lJ［［をあげる者は存外少ない。家庭とその教育力の関

係が非常に大事なポイントですね。

の壁がきちんと示されないと、

ロールする力が育ちません。ですから、子どもを慈

しむにあたって、ひとつは、子どもの個性と状況に

即応して何が必要かを考え抜いたうえで、かわいが

るときはかわいがる。もうひとつは、ここはノーだ

と思うとき、親は、壁のように動かない不退転の覚

悟が必要です。しかし、いま、親に考えるという行

動が伴っていないために、しっかりした世代間の仕

切りがなく、伝えるべきものがないのではないでし

ょうか。

森岡　それはすごく重要なポイントですね。一見物

分かりがよいが、何がよくて何が悪いか、そのけじ

めが伝えられていない。それからノーと言われない

ということは、手応えがないわけですから、胸を借

りると言いますか、例えば、何かに対抗して自分自

身を築きあげる機会がないことになt）ます。つまり、

いっしょに相撲を取って鍛えてくれる相手がいない。

いても、相手が引いてしまう。そうしますと、子ど

村瀬　現代の人間関係は

世代間の境界がなくなっ

ています。親子が友達み

たいなのも、家庭の教育

力の低下を示す一現象で

しょう。人間には自分の

欲求を限りなく拡大・主

張したいという本能があ

りますから、子育てにお

いては、ことの理非、そ

　　自分の行動をコン1・

4

もはアパシーになる。無気力で自発的に考えること

ができない……。

福島　不登校のケースを見ると、無気力で引きこも

ってしまう、というのが理由のなかで大きな割合を

占めるようになってきています。

　家庭内暴力にしても非行にしても、母親だけに育

児を任せることによって起きる問題も多いとは思い

ますが、子どもの問題行動には夫婦の関係がかなり

影響しているのではないかと思うことがあります。

父母の役捌で何かが欠けているのではないか……◇

森岡　最近の日本女子社会教育会の調査では、しつ

けをするのは誰ですかという質問で、・IY親47％、父

親4％と、ほとんどの父親がしつけをしていないと

いう結果でした。父性というのは父親だけが持つも

のでもありませんが、一般的には、社会のルールや

伝統・文化のなかの伝えるべき価値を示して社会と

家族をつなぐ、これが父性だと思うのです。それが

いまの父親に欠落しているのではないでしょうか。

さきほどの総理府の調査でも、父親の影が薄い、存

在感が少ないという回答があがっています。

　最近『父性の復権』という本が非常に売れている

ようですが、著者は、今日の父性の欠落の元凶は戦

中派だと言うのですね。戦中派にとって、戦後、そ

れまで植え付けられていた天皇制への信頼が崩壊し

たことによって価値に対するしらけが生じ、子ども

たちに価f直について語ることを避けるようになり、

結果父性がなくなった、と。この説のすべてに賛成

するわけではありませんが、一部は言い得ていると

思います。

子育てに伴う精神的価値がわかっ

ていないのではないでしょうか。

福島　価値の崩壊ということですが、子育てに伴う

精神的価値とは何なのかがよくわかっていないので

はないでしょうか。親としての愛情や責任を物やお



金で表現するという情緒的なレベルで満足している

ような感じがしています。ですから、5万円よりも

］0万円かけるほうが、子どもを2倍愛していると思

ってしまう。そこでお金をたくさんかけられるよう

に、子どもをたくさんは産まないということもある

のでは……。

森岡　子育てをそのためにかかる手開暇で判断し、

子どもを持たなかったら得られるであろう利便が失

われることを重くみているのではないでしょうか。

少子化の背景にはこの考え方もあると思います。

村瀬　子育ては、自分がどんな人間かをもう一度問

い直す、非常に精神的な営みでもあると思うのです。

ですから、そのプロセスに意義を見つけるという心

持ちでないと……、代償を期待したら違う。いま、

地道にこの道一筋という人は高い評価を得にくい時

代です。そういう価値基準が一般化すると、女性は、

社会の隅で毎El同じように子どもに囲まれてつまし

く暮らすことに意義を兇いだせなくなります。そし

て社会に対’して疎外感を持つのはやむを得ないこと

です。すると、女性は、こんなことをしていられな

いと、いつも前につんのめった生き方を強いられる

ことになります。家庭は本来効率や代償を求める場

ではないからこそ、創造的で白分らしくあり得る空

閲だったはずです。人の生き方は一・人ひとり違い、

自分らしい方向を見つけることが本当の意味での創

造なのだと、心安んじて思えるような社会の物の感

じ方、考え方をこれからみんなが共有できるかどう

か……。

森岡　私は、そのような価値を父親が態度できちん

と示さなくてはいけないと思います。権威があると

いうことは、権威主義的にいばることではありませ

ん。本当に価値のあるものを子どもに伝えることで

す。例えば、気の毒な子どもを追い詰めたり、いじ

めをしたりすることは人間として最も卑しむべきこ

とだとか、人の世話になったときは、言葉でいいか

Vf／界の児巾と母刊三

ら、きちんと心からお礼を言わなくてはいけないと

か、日立たなくても一所懸命人のために尽くすこと

か価値あるのだとか、そういうことを示す。同ll寺に

母親もそれを支えることが必要だと思います。その

ためには、体験に基づいた教育が必要でしょう。そ

れは家庭のしつけだけではなく、学校教育において

も必要だと思います。

村瀬　例えば、昇給しない夫の一所懸命働いている

意昧を妻が認めるかどうか、ですよね。父親の価値

を仕事社会における地位や収入だけで評価しない。

そのような価値の転換が必要で’しょうね、，そうしな

いと、お父さんは自信を持って子どもに言えないで

しょう。さらに、父親自身も．厳しい勤務条件のな

かで子どものために踏み止まって苦労している、下

積みの生き方にも意義があるということをもう少し

自信をもって自らが言う。文明がもたらすひずみの

なかで、両性が対立的に権利を主張するのではなく

バランスをとっていくという多軸の発想を、男女い

っしょに作り出すように努力したいと思います。

森岡　就業する母親の数が増え、就業形態もずいぶ

ん変わって、家族内での夫婦の平等化が見られよう

になっていますからね。

村瀬　子どもたちがどのような家族像を持ち、fri∫を

期待しているか、生の声を聞きたいと思い、1988年

から2年間3歳児から大学クkまで延べ469人を対象に

面接調査をしたのですが、そこで私がとても不思議

に思い、ある意味で納得したのは、子どもたちの保

守的ともいえる家族論でした。調査では、例えば、

お母さんがW理職、お父さんが自由業で家にいるた

め家事のほとんどをしているというように、両親の

生活スタイルがユニセックス化しているケースが多

かったのですが、子どもたちが心のなかで望む父な

るもの、母なるものには、はっきりした違いがあり

ました。すなわち、幼児から大学生まで、父親はい

い意味での権威と保護のモデルであり、母親は家族



の関係をつなぎ、フォローしていくもので、心身と

もに弱ったときに支えてくれるもの、という答えが

圧倒的だったのです。

森岡　子どもの心に写っている父親像、母親像には

社会規範的なものが投影している部分もあると思い

ます。しかし、3歳児でもそうであるということは、

人間の自然の感情はそのようなバランスを求めるも

のという感じがしますね。

村瀬　ただ、養護施設の子どもさんに大きくなって

大切にしたいものを聞くと、家族という答えが一番

多いのですが、家族像、父bl像については、とにか

く家族が大事である、いい家族でありたい、といっ

ところに止どまって、具体的な家族像を思い描くこ

とができない。その状況から家族に対する渇望感と

切望感が伝わってくるのです、面接者の私に。

福島　家族や親を失った養護施設の子どもたちは、

われわれが想像している以上に、父母が揃っている

ことを望む願いは強いですね。私の施設にいる・母子

家庭の女の子の作文にも「両親の離婚で施設に入っ

ているが、自分が大きくなったら両親を仲良くさせ

て3人でいっしょに生活したい」という夢が書かれ

ていました。それから「友達が、あんなお父さん、

お母さんはいらないと言っているけど、それは贅沢

だ」とも書いています。もうひとつ、父子家庭の子

どもですが、母親が子どもを引き取ると言い出した

ときに、「お父さんとお母さんがいっしょになったと

ころで引き取ってほしいので、いまお母さんと住む

のはいやだ」と……。

自分を見ていてくれるまなざしが

あると人は変われるのです。

福島　現実には、いま母子家庭が80万近く、父子家

庭が18、9万と、ひとり親家庭が多くなっています。

母子家庭の子どもにとっての父性はどう考えたらい

いのでしょうか。沖縄は全国で1、2位を争うくら
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い離婚率が高い県ですが、親族や地縁で支えていま

す。そういう仕組みがないと父性の代行はできない

のかとも思いますが。

森岡　都市部ではなかなか難しいですね。だいたい

の場合は母親が代行しているのでしょうが、父親が

いても父親不在の現状ですから、母子家庭の場合、

一層その問題は切実かもしれません。以前ですと、

家族は親族や隣近所との互助と協力によって守られ

ていましたから、親族などによる父性の代行があっ

たと思います。いまはそれぞれが独立した単位にな

っているので、父か母が欠損すれば欠損の度合いが

ひどくなるというわけです。ですから、より意識的

な母親に対する支援が必要になると思います。

福島　一方、親になりきれない母親もいます。私の

施設では電話相談を実施していますが、そこで感じ

るのは、育児不安がかなりあるということです。育

児知識もなければ、方法もわからない。そのうえ地

域からも夫からも孤立している。よく金曜日の夜に

電話をかけてきて「まだ主人が帰ってこなくて、子

どもがこうで……」と、ユ時間でも2時間でもしゃ

ベリ続ける。育児不安と支えてくれない夫への不満

も重なって……、ひどくなれば育児ノイローゼとい

うケースです。このように、母性も育ちにくい……。

村瀬　剛生と言いますか、弱いもの、未熟なものを

慈しむ気持ちの原点として、原体験がとても大事だ

と思います。さきほども、体験の大切さがでました

が、例えば、首も座らない赤ちゃんを抱けば、もし

落としたら……と思う。そう思ったとき、人を大切

にしよう、守ろうという気持ちが自分のなかから引

き出されると思いますが、いま結婚前に乳幼児に触

れる機会がほとんどありません。さらに、都市化し

た生活環境のなかでは、動物など生き物の世話をす

る機会も限られています。弱いもの、未熟なものの

世話を通して、相乎の呼吸に合わせるというセンス

が育まれるのですが、それがないのですね。しかも、



現代はそれがマニュアルで示されます。いま育児雑

誌は乳児用、2歳児用、幼稚園児用と非常に細分化

されて内容も盛りだくさんですが、私は経験のなか

から培われるものが大きいと思います。もうひとつ

は偏差値教育の延長として、育児も完壁でなくては

だめだという強迫観念があるのではないでしょうか。

家庭生活は60点で合格だと思うのですが……。

森岡　母性がきちんと働

くためには夫のサポート

が欠かせませんが、おっ

しゃるように、例えば、

アチープメントテストで

ひとつしかない正解を見

っける作業をして育って

きた人たちは、その延長

線上で、人生の正解はひ

とつ、　しかも正解は簡旦1

にでるという考え方に陥ります。ところが人生には

」じ解がいくつもあったり、なかったり、と矛盾だら

けです。正解が出ないことに耐えられず外罰的にな

る、そういう傾向があるのではないでしょうか。

福島　さらに、自分の子どもの名前が気にくわない

から子どもをどうしても好きになれないと、はっき

リ言う母親も登場しています。

森岡　夫との関係が子どもに跳ね返っているのでは

ないかと思いますが、いかがですか。

村瀬　おっしゃるように、自分の抱えている育児の

悩みを夫がわかってくれないとか、忌まわしく思っ

ている夫のしぐさや雰囲気を子どものなかに見てし

まうといった場合ですね。もうひとつは、自分と親

との間でラk解決な問題をり1きずっていて、白分の子

どもを見ているうちに、自分が味わったことのない

幸せをなぜこの子が享受するのか……、わが子なの

に、そういう意識を持つ場合があります。

福島　それが重い場合は1菖待につながると思われま

lll7界の児竜とt｝i性

すね。電話相談でも虐待のケースが増えています。

しかも、父親より母親のほうが加害者になる率が高

いu

村瀬　重篤な場合はそうですね。その人自身が生ま

れてきてよかったと思えるような乳幼児期を経験し

ていないために、お母さんにはなっていても、情緒

は幼子の時代をさまよっていて、心の大事な部分に

幼児期的なものをまだ抱えておられるのです。です

から、その人自身が気持ちを育ち直すようなリハビ

リが必要です。一方、子どもは子どもで、親からの

マイナスの影響をできるだけ少なくしながら、親子

ともに育てることをしなくては。育児支援には相手

の問題の深さに応じて、行政の制度でカバーできる

ケースと、相当濃密なケアの必要な場合とあるでし

ょうねeきめ細かなプログラムを考えなければなら

ないのが、いまの・母子に対する支援だと思います。

福島　いわゆる乳幼児期に依存できる対象、一般的

には親ですね、親に対する1†えが十分に受け入れら

れない、依存の対象になれなかったというのはやは

り将来的に尾を引いていくということですね。アメ

IJカで、ソーシャルワーカーの仕事はいわゆる再生

産を断ち切ることだと聞き、同感だったのですが、

ただ、すべてのケースがそうではないので、どうし

たら虐待の再生産を防げるのか、現場として非常に

関心を持つところです。

村瀬　その場合、どこかでつらい体験を補ういい出

会いがあります。それが施設や治療機関であるとか

……、あるいは身近な素人の人との人間関係で補わ

れる場合もあります。ただこれが最近少ないから実

は難しいのですが、とにかく自分を見ていてくれる

まなざしがあると変わっていかれるのです。

森岡　いまのように、心に傷のある場合のカウンセ

リングの位置付けや必要性はいかがですか。

村瀬　カウンセリングを汀葉だけのやりとりと限定

して考えると、重篤な人にとっては必ずしもそれだ
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けでは．卜分ではありません。最終的には、日常的な

ことのお世話を含めて援助していくことになると思

います。それにしても、現代人は自由に話している

ようで、特に心に傷を持っている人は話を本気で聞

いてもらったことがない。これは驚くべきことです。

さきほどの子どもたちへの調査でも感じたことです。

子どもたちの貴重な時間を使うわけですから、いや

がるかと思ったのですが、私が米るのを校舎の窓か

ら見ていて「ワー、おばさん来た～」なんて、とて

も歓迎してくれたのです。受験生でさえも。でも、

これは深刻な現状の現れだと思ったのです。

森岡　だれも聞いてくれたことがない。しかし聞い

てほしかったことなのですね。

村瀬　そうなんです。学校大嫌いと言っていた子ど

もが「俺たちの意見を素直に聞くという気持ちに、

俺は大賛成だ」と言ってくれました。掌校の先生が

たも驚いておられましたが、これは子どもが虚心に

話を聞いてもらう経験が少ないからだと思うのです。

福島　40、50代のお母さんがカウンセリングを求め

ているという新聞報道を見ました……。

村瀬　いまの日本人はA分の知織を他人にスピーク

アウトすることには熱心です。話すということは聞

き上乎と裳打ちしあうはずなのですが……。

森岡　そうですね。相乎の気持ちになって、相手の

主張に同感を示しながら聞くということは、ある意

味では難しいことですね。そういう心の持ち方の訓

練というか、しつけは、家族のなかで行われるのが

出発点だと思いますね。

村瀬　黙していても、自分のなかに蓄積している知

識や経験に照合しながら相手の話を聞いているとき

は、きっと表情や日の色になにか深い心が現れてい

て、話し手はわかってもらえたと思うでしょう。そ

ういうレベルの聞き方を家庭のなかでもできる．よう

になったらいいな、と思いますね。

森岡　以前は家庭のなかでの開き役はお母さんでし
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た。それにきょうだいが多かったから、お姉さんや

お兄さんが親と違って説教しないで、とにかく聞い

てくれました。あとは、近所でも話を聞いてくれる

おばさんなどがいましたね。

福島　中学、高校になる

と、友達が人生の悩みな

どを聞いてくれました。

いまは、友達をきちっと

見つけ得た子どもはいい

のですが、それもなかな

か難しい。「今日は遊べ

る？遊べない？何i1寺まで

遊べる？」って電話がか

かってくる。友人関係も

非常に浅薄になっていますね。それから、子どもた

ちが自分の私生活を大切にしているのかなとも思う

のですが、遊びの種類によって友達を変えている。

そしてあまりたくさんの友達をつくらない。友達を

つくると自分のll寺間がなくなってしまうからでしょ

うか。

森岡　悩みなどを相談できる親友もそんなに多くな

いのでしょうね。

福島　私の施設では、いまの家族が失ったものを再

現したいという思いで、力の弱いもの、年齢の低い

ものを思いやり、他人の痛みをEl分の痛みにしてい

けるような子どもに育てようと、そういう而での指

導をかなり徹底してきたのです．そうしたら、施設

に来るお客さんから「ここには昔の子どもがいる」

とよく言われるようになりました。年長の子どもた

ちが小さい子を抱いて散歩に行くことに何ら抵抗が

なV㌔心のやさしい子どもたちが育ってきていると

思っているのです。さらに、グループホームでは、

日常生活を身に付けるために、予算を与え買い物も

子どもたちに任せた結果、子どもたちに杜会性と経

済観念が育ってきたのです。電気のつけっぱなしや



水道の出しっぱなしにも気をつけるとか、自分たち

の努力で浮かしたお金で夏休みに旅行をするとか……。

でも、このようなことはある程度の集団があるから

できるのだと思います。家族が核家族化、小規模化

し、さらに少子化のなかで、子どもたちがそっいり

体験や人開関係の学習ができるのかどっか。

森岡　いま、18歳未満の子どもがいる世帯の核家族

率は7割を越えているのが現状です。核家族は親族

や隣入からの独立度が高いのに加えて、家庭内教育

のエージェントが非常に少なく、また単層化してい

て、子どもにいろいろな角度から接触、支援するこ

とが少なくなっていると言えます。祖父母が同居し

ていれば補われるのでしょうが……。

大切なものを見抜く子どもたちの

センスをどう根づかせるか……。

福島　［1本の家族はアメリカや欧米に比べれば、虐

待数にしても離婚数にしても少ないから、まだまだ

家族が健全な形を保っているという見方もあります。

しかし、状況からすると、行政的なサービスだけで

はなく、ボランティアを含めたいろいろな仕組みを

つくって家族、子どもを支援していくことが必要だ

と思い、私白身、折りあるごとに発言させてもらっ

ているのですが、いろいろな支援を考えるとなると、

公、国家が家族の問題にかなり介入していかなくて

はならない状況になるでしょう。そうなったときに、

これまで家族の持っていた子育ての価値みたいなも

の、親としての喜びを奪っていくようなことはない

でしょうかmいま．これまでの福祉の概念とは異な

る公平性の閲題がで’てきていますが、それを重視す

るあまり、ますます親が養育を外部に．委託してしま

う、ということにならないでしょうかu

森岡　・f・どもを守るという責任、老人を守る責任に

ついても同じだと思いますが、やはりそれは第一義

的に家族にあると思います。すると、国の介入に当

世界の児従と母性

たっては、家族のプライマリーな責任を冒さないと

いう歯止めがどうしても必要だと思います。そのた

めには、親がそれぞれ自分たちの生活の価値という

か理念をきちっと持っていなくてはいけないでしょ

う。政府の政策が物事の関係や私たちの生活態度ま

でもずいぶん変えさせてしまった“消費は美徳だ”

という大量消費社会における価値の転換も含めて、

そうです。エネルギーの大量消費は地球エネルギー

の枯渇につながる資源の大ll｛：収奪ですし、大量消費

の後始末として環境問題、公害問題が起きているわ

けですから。親たちがしっかりした生活の理念を持

っていなければなりませんe

村瀬　物質文明に対して精神文化をどう掘り起こし

て、より豊かにできるかどうか。その大きな転換期

にきているような気がします。そのためには、人間

にとっての知性の具現化とは何か、教養とは何かを

一人ひとりが相当自覚して考えないと……。しかし、

さきほどの調査で、子どもは大切なものを見抜くセ

ンヌ．を持っているのでは、と思わせられました。年

齢によって順位は入れ代わりますが、大人になった

ら大切にしたいものとして、出世やお金より、家族・

家庭、人の役に立つ、fl：事、自分が楽しいと思って

打ち込めることがある、など精神的な豊かさを包含

する項口が上位にあげられました。また、内省的で

ないと思われる男の子が「なんてったって、これが

人間のもとだ」と言いながら、家族・家庭を選びま

したu周りから唆されてお金を一番に選んだ子ども

は、「一番は仕事に変えてください」と訂正に米まし

た。私はこの子どもたちを前に、大人が子どもたち

のこのセンスを上手に引き出して、いかに根づかせ

ることができるか、そこがポイントだと思ったので

す。

森岡　’r一どもたちの持つ力を信じたいですね。

福島　どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　（）997年6月23日実施）
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．特

心の芽生えと親子関係
一
周産期、乳幼児期の親子関係、世代間伝達

親子関係のいまとこれから

　　　　　　　　　　　わた　なべ　ひさ　こ

麟魏婿棚科馴渡辺久子

　1．はじめに

　人の人生の曙の周産期、乳幼兇期は、親や家族を

巻き込む複雑でダイナミックな時期である。今日の

都会化した社会では、パラ色の育児情報とはうらは

らに、孤独で緊張に満ちた母親と乳幼児の生活が展

開し、隠された日々の問題が、児童、思春期のさま

ざまな心の問題の増加につながっているe本稿では

心の曙である周産期、乳幼児の現代の問題について

述べたい。

　2．周産期

　人生は胎内から始まる。親指の大きさにも満たな

い胎生16週の胎児には、すでに視聴覚、触覚、痛覚、

深部知覚が備わり、羊水の中で感覚的な生活をして

いる。テクノロジーが発達した今日、羊水遊泳を楽

しみながら、蹴ったり、指しゃぶりをする胎兇の姿

が、胎児エコーのスクリーンに映しだされる。命の

誕生のリアリティーをF］のあたりにして、誰しも感

慨を抱かずにはおれない。

　周産期はダイナミックな出会いの時。男女の営み

から新しい命が誕生する。精子と卵子の融合した受

精卵が、刻々と胎児に成長していくという、極めて

生物学的な現象のrl’tから、親子の親密な情緒のふれ

あいや杜会的関係が紡ぎだされていく。

　胎内の胎児は、人を親に成長させる。父母になり

ゆく心のプロセスにおいて、現在と過去と未米が不

思議に融合しあう。例えばt生まれてくる子はどん

な子かしらと未来に思いを馳せるとき、母親は知ら

ぬ間に、遠い過去を想起している。昔子ども心に、

お母さんになったら、こんなふうに赤ちゃんを可愛

がりたい、と空想してきた赤ちゃん像が浮かぶ。一

方赤ちゃんのときに親との絆をめぐり痛ましい体験

を生き延びてきた場合にはどうなのだろう？無邪気

な夢の中に、ll音い情念が否応なく侵入しないとはい

えない。

　フランスのレボヴィシは、赤ちゃんに対して親が

抱くイメージには、次のような三つの異なる次元が

あるという。①男の子であったり、色白であったり

という、その子固有の資質をもって生きている現実

の赤ちゃん像（real　baby）、②幼い頃から、こんな

赤ちゃんがほしいと思い描いてきた空想の赤ちゃん

像（imaginary　baby）、③そしてかつて、自分が赤ち

ゃんとして生まれ育てられた、その感覚体験から生

まれた幻想の赤ちゃん像（fantasmatic　1）aby）。この

幻想的な赤ちゃんは、記憶にも上らない深い休験で、

人が意識することは難しいと精神分析学の研究は教

えている。

　「私まるで、赤ちゃんだったころの自分を抱いて

いるみたい」と生まれたばかりの娘を抱きながらつ

ぶやいた初産の母親がいる。娘のお産を手伝いにい

1〔1



った祖母が、そのことを私に話してくれた。その祖

母も初孫を抱く娘の姿に、その昔初めての娘を抱き

ながら母親になった自分の姿を重ねているのであろ

う。

　一ノ∫、「どうしてかわからないけれど、この子を抱

くと気持ちが落着かなくなる。こわい」という母親

がいる。よくよく聞いてみると、自分自身の乳児期

に．K）rwの抑彫状態や、次の亦ちゃんの死産など、

暗い出来事がおきている。

　流産、死産や対象喪失で暗く内向するとき、母親

は乳児にとり、いながらにしていない存在になる。

乳児はうわの空のIEkを敏感に察知し、一生懸命声を

だして笑いかけ、明るい母親を取り戻そうとする。

それが功を奏さず、母親の暗さが長引くと、繊細な

感受性の乳児は、暗い死んだような対象像を取り入

れ精神病理のリスクにつながるという。フランスの

精神分析家グリーン（Green，　A）はこのような母親

像を抱く乳児の状態を「死んだ母親コンプレックス

The　dead　mother　complex」と1呼んでいる。

　このコンプレックスとならんで、周産期、乳児期

の心理的世界の理pel一に欠かせないのが「赤ちゃん部

屋のお化け（ghosts　in　the　nursery）」という現象で

ある。フライパーグ（Frai1）erg．　S）は可愛いはずの

わが子を抱きながら、母親が不安な気持ちにかられ

ることを指している。乳児の存在により母親の心に

暗い幻想的な赤ちゃん像が浮かんでくるからであろ

う，このように周産期は、人にとり未知の未来と太

占の胎児期とが、「今」の中に時問を超えて溶け合う

複雑な世界である。

　妊婦の夢や自由に語る連想には、原始的な感覚世

界への退行があふれている。人知れず深く沈む心の

井戸の奥の情念が、周産期には揺さぶられ、湧きあ

がるのであろう、，父親となる男性の内而にも似たよ

川r界の児巾とfltfE

うな揺らぎが見られる。・妻のお腹の膨らみにつれて、

いつにない生産意欲が湧いたり、アイデアが生まれ

てくる夫がいる。かと思うと、人が変わったように

苛立ち、思わず妻のお腹を蹴飛ばす夫もいる。

　ある狭心症様の心困性痛み発作を呈して、精神科

を受診した夫は、妻が妊娠したのをきっかけに発症

した。生い立ちを尋ねると、2歳のときに弟が張ま

れ、急にお兄さんにさせられ、弟への妬みを抑圧さ

れたという。また、乳児が泣くたびにカーっとなっ

て、妻を殴り、乳児をベピーベッドに叩きつけた父

親がいる。乳幼児期に母親が急死し、人に預けられ

て、我慢強く育ってきた。自分の子ども時代に、恋

い焦がれても得ることのできなかった親密な・母子の

ふれあい。妻が惜しみなく赤ん坊を可愛がる姿に、

忘れていた自分の辛い過去を思いださせられたよっ

である。この心のダイナミックスをとことん見つめ、

妻と話し合い、妻子への暴力を乗り越え、穏やかな

生活に落ち着いた父親もいる。

　3．乳幼児期の親子関係

　乳幼児期の親子関係は、その時代の社会のエコW

ジーと密着している。自然の恵みのrliでゆっくりと

生きていた時代には、幼い命の誕生は、その共同体

全体が共に、真心と喜びをもって分かち合う営みで

あった。社会の都会化やテクノロジーの発達が、乳

幼児の健やかな心の発達に必要な命の原理を無残に

もも壊している。

　米国の小児科医、小児精神科医のプラジルトン

（B．Brazelton）が9・J　IO年前に、日本の五島列島の赤

ちゃんの素川らしさを夢中になって話してくれたこ

とがあるnまだ機械文明の届かぬ静かなこの離島は、

命の原理が生活を支配していた。赤ちゃんのいる家

では、お母さんもおばあちK・んも自然に赤ちゃんの
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目の高さに腰をかがめ、「あぶあぶ」と赤ちゃんに語

りかけ、赤ちゃんとしっくり波長のあったのんびり

した生活を送っていた。

　この五島列島の赤ちゃんには、アメリカの大都会

のボストンの赤ちゃんたちにはない、落ち着きと、

穏やかさが見られるというのだ。しかし、7年前に、

またプラジルトンと会ったとき、彼は残念そうに語

った。五島列島の赤ちゃんも、車やパソコンが島に

入り込むにつれ、大人の生活のテンポが速まり、機

械音が増え、赤ちゃんはボストンとあまり差がなく

なったと。

　便利で華やかな都会生活は、ビジネスには快適な

世界であっても、デリケートな命そのものの乳児と

母親の世界にとり、必ずしも居心地はよくない。特

に乳児を抱える現代の核家族の母親の、アパートや

マンション生活の閉塞情況は、実際生活してみない

とわからない。きれいごとの育児情報が洪水のよう

に押し寄せるなか、実際3歳以下の乳児、特に自我

の芽生える1歳半から2歳半の乳児のいる家では、

子どもの泣き声と母親の苛立ちが不協和音を奏でる。

乳児のむきだしの感情が、母親自身の中の未解決の

葛藤を誘発しやすいのである。のんびりした時代に、

地域社会に支えられ、大家族に囲まれながら育児、

家事をこなした祖母の世代、あるいは大勢の仕事仲

間にもまれて忙しく働く夫には、この密室に閉じ込

められた母子の疎外感はわかりにくい。

　ひどい夜泣きの赤ちゃんが母親を迫いつめ、母親

の緊張、不安、自信喪失が赤ちゃんに敏感に伝わり、

夜泣きの悪循環が起きるといった問題が、都会の育

児相談に頻発している。たかが泣き声、と周囲は片

づけるが、誰もいない密室での育児は得体の知れぬ

情動が襲いくる「赤ちゃん部屋のお化け」世界であ

る。

12

　ある若い母親が、生後2ヵ月の長女の泣き声に発

作的にふとんをかぶせ窒息死させた。この痛ましい

ケースでは、母親が警察に逮捕されている間に、夫

が弁護士を伴い、妻を案じて筆者を訪ねてきた。

　この母親は、結婚を機に遠い郷里から離れ、見知

らぬ大都会に初めてでてきた。夫は平均的な会社貝

の常で、朝早く出勤し、帰宅は遅かった。田舎の母

は年老いて病気がち。とても里帰り分娩は無理であ

った。都会の大きなてきぱきした産科で無事出産し、

自宅に戻り、つつがなく育児をしていると、夫は思

い込んでいた。夕方たまに夫が早く帰宅すると、「お

乳の飲みが悪いんではないかしら」「ちょっとゆだん

したら、おむつかぶれがこんなにひどくなってしま

った」と妻がこと細かに訴える。

　最初は一緒に心配していた夫は、やがて帰宅して

も夕飯どころではないわが家に苛立ち「くよくよし

ている暇に夕飯くらい作れ」とぼやき、妻の心配に

は耳をかさなくなった。妻は翌日から、おとなしく

なり、帰宅時には夕食が準備され、妻も育児と家事

の両立に慣れてきたものと思い込んでいた。ある日

帰宅すると、電気もつけてない2DKの座敷に、妻

が赤ん坊に布団をかぶせて窒息させたまま、ぽ一っ

と放心していた。

　都会の訴えようのない孤独、仕事に忙しい夫との

断絶、そして赤ん坊の果てしない要求が、思わずか

きたててくる得体の知れぬ不安、焦燥、閉塞感。こ

れに耐えて、Ii々を生きのびるには、よほど明るい

夫婦関係や、友人、実家などのサボートが必要であ

る。そして現実的なサポートは、内面のサポートと

響きあう。遠くとも懐かしい実家からの電話が一つ

あれば、孤独もしのぎやすい。

　この生真面目な夫に、細やかな妻の生い立ちの背

景を聞くと、田舎には障害児の弟がいて実’母が苦労



していたので、わがまま一つ言わずに育ってきたら

しい。わが子が生まれたときに、障害児の弟の姿が

だぶってしまったのだろうか？人生早期の悲しみや

苦労が、母親になりゆく女性を苦しめることを、身

近な夫や実・母、保健婦や小児科医が認識していたら

と、悔まれる。

　3．世代間伝達

　親の未解決の葛藤が知らぬ間にFどもに伝わるこ

とを阯代間伝達という、周産期、乳幼児期は、親の

葛藤の世代問伝達の好発li寺期である。例えば次のよ

うな訴えで、血相をかえて救いを求めてきた母親が

いた。「娘が私を馬鹿にするんですa主人とぐるにな

ってこの醜い私をけなすんです。」その娘とはなんと

1歳半の乳児であっただけに緊急に相談にのった。

　而接室にやってきたのはよちよち歩きの愛くるし

女の子と過食・肥満症のため、100キロ近い体重のll）

親。入室し、母親はソファーに腰掛けたなり、我を

忘れて泣き続けた。「私の母は、いつも私をけなして

いて、妹ばかりを可愛がったんです。私はさみしく

て冷蔵庫のものを食べあさり、小学校から肥満症で、

母に叱られ、疎まれ続けました。」

　相談者に向かって、堰をきったように母親は実母

への不満をまくしたてながら、小学生のようにおい

おい泣き続けた。幼い娘は、わがまま一つ言わすに、

敏感に母の涙を察知し、心配そうにちらちら母親と

私を見比べながらけなげにおとなしく遊んでいる。

母親の訴えとは異なる実際の乳児の姿。

　診察室の相談者、母親、娘の3入の関係は、いつ

しか母親にとり実母、自分、妹の関係を写しだして

いる。母親は不自然なまでに娘を無視し、相談者の

注意を独占し続ける。ちょっとでも相談者が乳児の

ほうをむくと、El分の受けた仕打ちのひどさをまく

世界の児飛と母抄

したて、相談者をとりかえす。

　この母親は娘との開で、妹との母親の取り合いを

繰り返しているのであろう。そして家庭では、この

三角関係が、夫をめぐって展開してしまい、夫とぐ

るになって娘が自分をけなすという感じ方に陥りお

びえてしまっている。

　無祝され続け、娘はついに40分後、思わずクレヨ

ンを床に投げつけた。「メっ！何するの。いけませんノ」

IIV髪いれずに母親は娘を11ヒリつけた。母親は自分の

惨めさに溺れ、幼い娘に無理な我慢を強いた結果の

行動であることには気づいていない。実母がどんな

にひどい仕打ちをしたのか、と相談者に訴えている

矢先、全く同じひどい仕打ちを娘にma　「）返している。

　相談者は（ママが私のほうをむいてくれないから、

ついに爆発したのよね）と娘にやさしく声をかけた。

この問相談者の注意を独占できた母親には、少し満

足とゆとりが生まれたのかもしれない。その言葉に

はっとして、娘に両手を差し出した。「そうかごめん

ね。おいで」敵視していた娘を初めて抱き寄せるこ

とができたのである。

　診察室のこの場面は、実1りに無視されけなされな

がら育った母親の葛藤が、相談関係にきれいに反映

されたものであった。世代間伝達はこのように、親

子が共にいる場では、親自身が無意識のときに、ど

こでもいつでも起きるものである。

　しかし親自身の親との関係が、わが子との関係に

投影されるダイナミックスをよく観察することによ

リ、世代間伝達を断ち切ることも可能である。その

意味で、周産期、乳幼児期は豊かな可能性とリスク

を孕んだ時期であるといえよう。
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青年期臨床を通して見た

親と子

特 集
親子関係のいまとこれから

　　　　　　　　　　　　あお　 さ　し±うぞう

川崎酬蝉酬科学搬青木省

　1．子どもの姿

　ある日、友人たちが訪ねてきて、食事をしていた

ら、横から子どもが「お父さんはね、……なんよ」

と突然、父親について話しはじめた。親子だけの時

にはまったく話さなかった話題で、どちらかという

とネガティブな話題であった。はじめはこんな場で

「父親の真実（？）」を話されると立場がないな、と

思って話を聞いていた。

　子どもは、親が誰かと熱心に話していると、「ねえ

ねえ…」と話に割り込みたくなるものである。話題

の外になり、子どもに関心が注がれなくなっている

ことへの1軽い抗議という而もあると思った。「ぽくも、

ここにいるんだよ」と。

　しかし、じっと子どもの話に耳を傾けていると、

なかなかするどく父親を観察していることがわかり、

実際、反省させられる点が多いのであった。親子と

いう関係の中に友人が入ってくることにより、親子

関係が少しゆるむとでもいうのだろうか。さらに、

子どもの友だちが遊びに来て、親と一緒に話すとき

にも、子どもはまた違った姿をみせるのであった。

　子どもは、その場にいる人によって、また、その

場の雰囲気によって、さまざまに異なった姿を表し

てくるのである。

　診察室の中で’、子どもが自分や家族についての悩

みを｝誘したとき、親が「こんなこと、はじめて聞き

ました」と驚いたように言う場合も同様で、診察室

の中で、治療者という存在が加わることによって、

はじめて表れてくる子どもの姿なのである。それは

家族の影のようになっている子どもの姿で、家族だ

けでいたのでは見えなかったものなのである。

　同様に、診察室の中で、自分の目の前に表れてく

る子どもの姿を、子どもの全体であると、治療者や

援助者が勘違いをしないことも大切となる。治療者・

思者関係にも必ず影があり、日の前の子どもは、あ

くまでも子どもと自分との関係の中で表れてくる子

どもの一而なのである。

　そして、人との関係だけでなく、家庭という場、

診察室という場、……それぞれの場の雰囲気に思い

をはせることも大切なように思う。場をさらに広げ

てみると、時代や文化と考えることもできる。「この

ような子どもが増えてきたのは由々しき問題であるll

と子どもの欠点を検討するのではなく、「このような

子どもとして表れてきやすい時代と文化になったの

だ」と、大人が作っている時代や文化に思いをはせ

ることが大切なように思う。

　さまざまな関係や場の中で、表れてくる子どもの

姿はそれぞれいずれも真実であるのだが、あくまで

も一・面であり、全体ではないということに留意して

おきたい。目の前に表れてこない子どもの姿を視野

に入れたり、想像したりしながら、子どもの全体と
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いうものをいくらかでもとらえようとする努力を失

わないようにしたいと思うe

　一人のr・どもをどのように理解するか、を巡って、

大人たちの間に生じる意見の対立は、いずれが正し

いかということを明確にする方向で議論するのでは

なく、子どもの全体像をいくらかでも描こうとする

方向で考えたら、意義ある場合が少なくないのでは

ないだろうか。また、治療や援助とは、それまでと

異なった入、異なった場の中で、子どもが異なった

姿を表してくることを助ける仕事と考えたらどうだ

ろうか、と思う。

　2．一人で悩む青年

　一一人で、受診してくる1‘f年、例えば、長年、対’人

恐怖症状で悩んでいた青年に、面接の途tl．1で「とこ

ろで、あなたは、この悩みをお父さんかお母さんか

に話したことはないの？．1と尋ねることがある。青

年の多くが「ない」と答える。「どうして？」と尋ね

ると、「昔、一度、話してみたけど、これからの人生

で人づきあいなしでは生きてはいけないのだから、

こんなことで負けてどうするの、と言われた。もう、

それから話していない，iとか、「白分のtw　E1なところ

をみせるようで、恥ずかしくて言えない」など、答

えはさまざまである。そして、「この次は、ご家族に

もお会いしたい」と「言うと、「親には絶対知られ．たく

ないから嫌だ」と断る青年が多い。はじめは、その

言葉通＋・）に受け取っていた．

　しかし、もう一方で、どうも自分と親との間を仲

介してもらいたい、という気持ちが、青年の中に見

えかくれするのに気づくようになった。治療の途中

に川現する大li．［服薬や手首自傷などの行為が、結果

として治療者を仲介役にさせ、親に自分の気持ちを

伝えようとするいくらか意疏された行為である場合

険界の児献と氾性

も少なくないと思うようにもなった（もちろん、治

療者へのメッセージである場合もあるが）。このよう

な行為を介して無理矢理に仲介役にさせられるとい

う体験は、青年に利用され、動かされるという感じ

を生じさせ、治療者としての能動性が奪われるよう

で、いくぷん不快な気持ちがわかないではない。心

の中に生じる不快な感じが、利用されまい、振りま

わされまい、という気持ちになり、治療者の言動に

表れて、青年との綱引きになる場合も少なくない。

　最近は、できることなら仲介役を避け、青年に自

分の言葉で話してもらいたいと考え、「結局、あなた

が勇気を出して話すしかないよね」などと早めに種

を蒔いたりもするのだが、やはりなかなかうまくは

いかないものである。どちらの言い分にも耳を傾け、

子どものつらさ、親のつらさをいくらか翻訳し、後

は親と子をそっと見守るくらいが、治療者にできる

一番の援助ではないか、と思ったりもする。

　このように青年に動かされるたびに、心の中で思

い返すのは「子どもはたとえどのような親であろう

と、親と和解をしたいと願っているJという村瀬嘉

代子氏の指摘である。確かに、激しくかたくなに親

を掘否しているように見える青年でも、親といい関

係を持ちたいという願いを心のどこかに持っている

ように思う。それを、どのような形で援助したらい

いのか、いつも模索しているのが私の現在である。

　3．私のしんどいのをわかってくれてない／

　一人で悩むのではなく、逆に、親に自分の苦しみ

をわかってもらうことを帆拗に求める青年たちがい

る。

　A＃は、1階にいる母親に電話の子機を持たせ、

何かあるとすぐにt｝kblを2階の自室に呼びつけ、深

夜であろうといっであろうとすぐにかけつけなけれ
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ば許そうとしなかった。ある相談所で、母親の育て

方の問題を指摘され、子どもの求めることを「絶対

受容」することを助言されたという。そのため、「わ

しがしんどいときにお前が寝るのは許さん」と、寝

るのを許さないA君に、母親は全面的に応えようと

した。「Aの言うことに応えることが、Aにとって必

要なことなのだ」と思ったと言う。そう言いながら

も、もう体力も気力も限界にきているような状態で

あった。私は母親に、A君が何も電話してこないと

きはどうしているのかと尋ねた。それに対’して母親

は、「Aが絶対に寝たらいけん、と言うので、じっと

座っている。」と答えた。ついうとうととしていて、

電話で1呼ばれてもすぐに行けなかったら、「寝とった

んじゃろう」と激しく怒るので、寝ることができな

いのだと言うのである。私は、まず「寝るのが当た

り前なんです。それに、寝るのが大事なんです。お

母さんが体力と気力を保つことが、A君にとっても

大切なことなのですから」と話した。「いつまでも、

子どもをみていくために、しっかりと手を抜きまし

ょう」と。母親は、そのときはじめて、ほっとした

ような表情を浮かべ、「そうですね…」と述べた。そ

れから、どのようにしたらA君に一生懸命やってい

るように見えるか、それでいてどうしたら手を抜く

ことができるか、さらには、完全にできないという

ことや「ごめんね」とさらりと言う工夫などについ

て話し合うようになったのである。「絶対受容」が・母

親の愛であるかのように、親が思いこむときがある。

子どもの親への非難は、いくらかは親にも心当りが

あり、罪悪感を感じているところでもあるので、知

らず知らずのうちに、親は「よい親」に向けて、「完

壁な親」に向けて走りだすことがある。その時が、

危険なのだと思う。「完全」ではなく、「不完全」を

認められるようになることが、親も子もともに大切
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なのだと思う。

　少し言葉を換えると、子どもたちは、親に完壁な

親になることを求める。そして、いかによい親では

ないか、ということをさまざまな場面で責める。実

際、言われてみたら思い当たる点があるので、その

とき、つい本気になって、いい親になろうと思うこ

とがあるのである。しかし、その瞬間から、親が自

身を追いつめることがはじまりやすい。完壁な親な

どどこにも存在しない、幻想なのである。

　そんなとき、まず完壁な親を「演じてみる」とか、

完壁な親に見えるにはどのように振る舞ったらよい

か、という発想を親と治療者が共有すると、少し楽

になることがある。しんどさがわかる、というのは

あくまでも、いくらかわかる、というものに過ぎず、

そもそも人が人を理解することには限りがある、と

いうことを親と治療者が、青年と治療者が共有する

と少し楽になる。背年たちは、親に「完壁な親」と

いう「ないものねだり」をする。それに完壁に応え

ようとするのではなく、また、あっさりと投げてし

まうのでなく、不完全さと限界を粘り強く伝えてい

くという作業が大切なのだと思う。

　4．アウトドア・ブーム

　休日になると張り切るお父さんとお母さんは少な

くない。RV車やワゴン車にキャンプ用品を詰め込

み、野山に繰り出す。明るい日差し。海辺や山で、

バーベキューを楽しむ。そよ吹く風。肉の焼ける香

ばしいにおい。子どもたちの歓声。にぎやかな会話。

そして、決定的な決め技としての、きりっと冷えた

ビール。そこに「幸せ」を感じる瞬間がある。日々、

仕事に追われているお父さんやお母さんたちは、ウ

ィークエンドのこの瞬間を楽しみに、ハードなウィ

ー クデイを乗り切っていく。
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　アウトドア・ブームには、家族のつながりを確か

めたり、子どもに自然を味わわせてやりたいという

親の思いが託されている。子どもたちも喜ぷ。ただ

し、思春期になると、喜々としているのは親だけで、

子どもたちは少ししらけた感じで、まあ、つきあっ

てやろうか、という感じになっていたりもする。も

ちろん、これは私の話でもある。

　家庭iを犠Pトにして仕事にかける、というような仕

事人間のお父さんは減り、家庭を大切にするお父さ

んが明らかに増えてきている、，それは、基本的に、

よい方向への変化である。ただし、アウトドアは、

非ll常、すなわち、一・種の「祭り」である。それは、

働きづめだった時代から休Ilを楽しむ時代への変化

である。しかし、それと同時に、平凡な日常が豊か

になる時代、文化を作り出していきたいと思う。

　5．青年の居場所としての「居間・食堂・台所」

　平凡な日常が豊かになることとして、ここでは青

年の居場所について考えてみたい。青年の生きる時

と場には、　ユ）．1野フ｜三力t家族ととも｝こ」蛙ご寸＾1時と場（家

族を感じる場）、2）青年が安心して一一人になれる1］寺

と場（日分を感じる場）、3）同年梁の人が安心して

集える時と場（仲間を感じる場）の三つの時と場が

あるように思う、青年はこの三つの場を、行き来し

ながら成長してゆくのだが、それがうまくいくには、

この一つ一一つの場が安心できる安全な居場所になる

必要がある。ここで、その一つである青年が家族と

ともに過ごす時と場（家族を感じる場）、具体的に言

えぱX居間・食堂・台所など、について少し考えて

みたい。

　雇｝問について、建築家の渡辺武信氏は、「一緒の空

間にいて、お互いのイ∫；在を感ヒ合いつつ、別のこと

をしている場である」と、また、同じく建築家の外

ll｜IN・の児巾．と1吐f11

山知徳氏は、「何の目的が無くとも滞留する場所であ

る」と述べている。また、人類学者の河合雅雄氏も、

居聞について「母親が編物をし、父親は新聞を読ん

でいる。子どもは漫画を見たりバズルをしている。

ときどき短い会話が花から花へ飛び移る蝶のように

飛び交う、ごく平穏な［常の光景である。このごく

ありふれた日常性の回復こそが、今求められている

ことではないか」と述べている。私はこれらの言葉

に家族関係のあり方をも含めた深い示唆を感じるの

であるttこれらの指摘に共通していることは、「共に

居ながら、別々のことをする」、ということであり、

これがts，“．問の条件なのだと思う。青年にとって、「滋

られた安全な場」とは、このような場で’はないかと

思う。こういう場には、派千さはない。しかし、不

登校やひきこもりの背年には家の中の安心できる「居

間・食堂・台所」が必要になると思うことが少なく

ないのである。

　lrl｝間・食堂・台所、このような日常ll勺な場が安心

できる鰹かな場になることが、今、求められている

ように思う。家族関係を考えるとき、関係そのもの

を考えることも大切なのだが、関係を抱えている場

について考えることも大切なように思う。そして、

場について考えるほうが、関係そのものを考えるよ

り、実りがあることが少なくないと私は思っている

のだけれど。

※参杉文献
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（2）渡辺武偏．住まいノ↓の実践．c卜公新咋、1977‘ド

③外山）ヨ1偲’牝まいの’京族学．Jし曽、19路年

④河合雅雄．rどもと白然．岩渡新沢、199，　O｛1’・

（5〕1‘∫本古こ’思イ剖01　こ二ろのいる1母所、～万慶11｝店、1996F卜
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父親と子ども
特
親子関係のいまとこれから

　　　　　　　　　　　　ひら　た　いっ　せい

小児締轍セ・ター服平田一成

…… 子は両親の」血を二つながら持っている。

時に父に、時に母に、二つは見えかくれしつつ育

つのだ。　　　　青木　玉著「帰リたかった家」

　“父の日”が設けられてからどのくらいの年月を経

たでしょうか。情報や商業の世界では、“母の自”と

同じように特別な1’rとされているように目に映じま

す。保育園や幼稚園では、“お父さん”の絵を描いた

りプレゼントを作るといった年閤プログラムができ

ていると思います。しかし、私たち大人も母への思

いがいつも心の底の奥にあるほどには、父の存在の

重みを折々に感じることは少ないでしょう。もちろ

ん、母よりも父が心の中で確とした場所を占めてい

る入もいるでしょうが。

　“母のn”があるのに“父の日”がないのは片手落

ち、それではあんまりお父さんが気の毒ではないか

という世開の正直な気持ちが働いたことは、その月

日の設定からしても明らかです。子どもから「お父

さん、ありがとう」と言われる恥ずかしさとうれし

さを体験する父親もいるようになったのは、悪いこ

とではありません。児童期ぐらいの年代の子どもに

「こんどの日曜nはなあんだ？」と聞くと、「あっ、母

の日．’」とたいていは答えてくれますが、“父の［1’f”

という答えを期待することは、かなり困難です。こ

れは私の臨床の場に限ってのことではなく、ことほ

どさように“父の日”が、すなわち父親との関係が

イベントとして取り上げられても、子どもに認識さ

れがたいことを物語っています。

　私たちの国では、第二次世界大戦が終わった時点

を境にして、社会の様式、男女の立場、家のあり方、

さまざまなものごとの価値観などに、それこそ歴史

始まって以来の大きな変化がもたらされました。初

めは戸惑いつつも、いつか衣服が身体になじむよう

に人々はその変化を受けtLめ、受け入れてきました

が、終戦後50年以上が過ぎた現在でも、杜会のさま

ざまな姿や人間の生き方に確としたものがあるとも

いえませんeそれらはいつも流れ動いていて、いつ

の囹にかニュアンスの違う色に染められていたりし

ます。しかもその流れがかなりのスピードを持って

いることも現代杜会の特徴です。より理想的なもの

を求めたり、流れに逆らったり、流れの方向を変え

ようとする模索が絶えることはありません。

　このような世の中で、現代の父親はどんな姿を私

たちに見せているでしょうか，、

　結婚によって新しいカップルが誕生しても、妻が

職から退くことは珍しいでしょうし、妊娠しても、

出産してもなお仕事を統けることも、ごく当然のこ

とになりました。妻の生き方に添って妊娠から出産

まで、夫にはいろいろな役鋼があって、積極的な関

与をするようになt）ました。もちろん、わが子の誕

生が、さらなる育児から教育へと父親の積極的な参

加を妻からばかりでなく、社会全体からも要求され、
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期待される現代です。

　子どもの運動会は川曜nに催されるようになり、

お父さんたちによる見物席の陣取り合戦や、ビデか

カメラを手にわが子の哨れ姿を追いかける姿がテレ

ビに登場するのは、もはやシーズンの風物として定

着しましたt，わが家の一大イベントに頑張る様子が

ほほえましく思われたり、いささか憐個の情を催し

たりしますuブラウン管に映る父親の姿そのままに、

現代の父親たちは明るく、健気で、その家族に惜し

まぬ力を素直に発揮しているのでしょうか。

　　　　×＞c［〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉＜

　こんな少年とその父親がいます。少年は幼いころ

からなにかと身体が不調で、ノj・学校高学．年になって

からは激しい頭痛を訴えるようになり、何度も入院

しましたが、結局身体の異常は発兇できず、心理治

療を受けるようになりました、，痩せて弱々しい外見

から想像できるとおリスポーツはi胃手で、勉強する

意欲も乏しく登校しない日が長々と続きましたが、

無理なく相手になってくれる心理治療が少年にとっ

ては1吼｛一の心の安らぎの場であったようで、投げや

りな態度も少しずつ薄れ、111学校に進学してからは

学校を休むことがめだって減りました。情に乏しく

デリカシーに欠けた母親に少年の心により添うこと

を期待しがたく、父親のほうは逃げ腰で相談にもの

ってくれず、あなた任せです。

　祖父が一代で築き1二げた金融業の後継者になるこ

とを嫌い、父親は一介のサラリーマンになりました。

小・中・高・大学と一　V・s’した私立の教育を受けまし

たが、会社の仕・事にも熱が入らず、経済的な援助だ

けは親から受けているので、恵まれた生活です。当

てにならないひとりっ子の父親よりも、いま祖父は

同じようにひとりっ子の孫に夢を賭けています。「お

じいちゃんの仕事を継いで’、うちのお墓を守ってく

れるのは、パパではなくお前なんだからね」と聞か

Il‘’htの児甫と付刊

され続けることで、少年は気分が暗くなります。

　父親は少年が弱々しく頼りないうえに祖父の願い

を煩わしく感じているのが、自分とそっくりなこと

に気づいているからなのか、事あるごとにいら立ち

を少年にぶつけます，，わが子のことを深く考えれば、

それは白分の問題を直視することになるのですから、

気分もいら立ちやすいのでしょうtt後継者になりた

くないと反抗した父親の心の奥と、反抗しながらも

現実では親からの経済的な恩恵を受けている父親を、

少年が自分の心とこれからの生き方とにどのような

折り合いをつけていくのか、一家の将来像を託され

た少年が無理なく育つように見守りたいものです。

　ここで夜尿を主訴とした少年A君とB君及びそれ

ぞれの父親を中心に、この2家族について述べるこ

とにします。

　A君、小学4年生。父は転勤地で見合い結婚、意

外に早い本社への再転勤で、父親の生家にA君一・家

は同居するようになりました。父親はなにかとn分

の母親に依存的だったのですが、同居するようにな

ってからは、妻やわが子はどこへやら、両親にべっ

たりと†1’えるようになり、そのうえ父親の妹、祖父

の姉までが同じ屋根の下で生活していて、A君やそ

の母親への口出しが多く、この7人の家族がお互い

に衝突し合う混乱状態が起きる［1々です。

　おむつが取れてかちも、ときどき夜尿がありまし

たが、最近は無事の夜のほうが少なくなi）　．二人の

妹も生まれて母親は心が休まるときもなく、離婚を

考えるまでになりました。母親は家庭が波立ってい

るからA君の夜尿が治らないと言い、男の子の夜尿

は心配ないし、どこの家も中をのぞけばごたごたし

ているものだと父親は主張します。「パパとママは喧

嘩ばかり、おじいち｛・んもおばあちぺ・んも皆1喧嘩ば

かり。僕はお漏らしを治したいんだ．t」と言うA君
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の剣幕に驚いた両親は小児科クリニック受診を経て、

私の外来に一家揃って来ました。甘いマスクの父親

は弱々しい笑顔で萎縮するばかりですが、美しい容

姿の母親は険しい表情で訴え続けます。両親に挟ま

れたA’＃はしきりと後方を振り返ります。看護婦さ

んが付き添っている妹たちが心配なのです。こんな

健気な様子を見せる彼はハンサムでスマート、人気

絶大のグループの中の某少年にそっく「）です。○○

君みたいだね、皆からそう言われない？の問いかけ

に恥ずかしげに「さあ、別に・…・・」と返事しながちま

んざらでもない面持ちです。自分で決心して来たの

だから、絶対に治るから……と、私は三つの提案をし

ました。一つ：カレンダーに無事の朝は○印を記入

すること（失敗した朝は×印を付けないこと）、二っ：

無事の朝は貯金箱に10円玉を1コ入れること、三つ：

パパが得意なボウリングにA’＃を連れて行くこと。

　2週間後の約束の再来に、A勲ま母親と二人で来

ました。母親が差し出したカレンダーには、無印の

日が3ヵ所しかなく、大事そうに抱え持つA君から

手渡されたロポットの貯金箱を振ると、ガチャガチ

ャとにぎやかな音を立てました。「Aが先生にご報告

したいことがあるんですって。ホラ、自分で言った

ら」と母親に促されて、「バック転ができるようにな

った…」と顔を赤らめました。例の人気グループは、

歌い踊りながら鮮やかなバック転を繰り返し見せる

のです。この日、小さな妹たちは父親が休暇を取り、

自宅で面倒をみているとのこと。「今日はAと初めて

のデートなんてす」と美しい母親は本当にうれしそう

でした。このような調子で4ヵ月余り、父と母が交

替で付き添ってくるA君は、夜尿からほとんど解放

されましたし、父親ももう萎縮せず、頭を掻きながら

笑顔を見せます。「あんまり皆を責めないことにしま

した。倣が増えるばかりですから」と母親は言います。

　B君の場合はどうでしょう。小学3年生の彼は薬
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を投与するとたちまち夜尿は消失します。定期的に

薬を取りに来るのは父親です。アスレチック・クラ

ブのインストラクターをしていますが、アウトドア

志向、スキーやキャンプ、釣りと4WDカーを駆使

して、四季折々の家族旅行が散りばめられ、外見の

偉丈夫さに加えてかゆいところに手が行き届くこま

かな面も十分にあります。母親は保健婦で多忙、家

事はまだまだ元気な舅・姑が率先して分担してくれ

るので大助かりです。しかしB君に時聞を割くこと

が簡単にはできがたい仕事ではあっても、学校の先

生風にわが子を“Bクンttを呼ぴ、少々母子間に距

離を感じます。せめて1学期に1回でもB君と一緒

に受診しては、との言を忠実に守るような・母親です。

服薬していても夜尿が出現することで、母親が久し

く外来に姿を見せていないことに私は気づき、母親

の同道を求めます。「ものすごおく久し振り！」とB

君は素直に喜び、母親と二人だけの時間にたっぷり

と浸っています。「そんなこと言っても、B君は弟が

二人もいるお兄さんじゃないの」と、母親にはB君

のうれしさが伝わり切れていません。

　「あの子はもうひとつ駄目でしてね」と、スポー

ツマンの父親はB君への不満を漏らします。「父親が

頑張っても、やっぱり子どもには母親なんですかね。

おやじはどうも敬遠されてしまって」

　B君は3歳からスキーを始め、なかなかの腕前な

のに、「釣り師になるなんて言いやがって」と父親は

嘆きます。B君はアウトドア・ライフについて「楽

しいことは楽しいけど・…・・」と、父親の大きすぎる

ほどの存在感にむしろ何も言えずにいるようです。

釣り師になることでせめても父親への忠誠の心根を

表現しているのかもしれないこと、父親に合わせる

ことばかりでなく、父親がB君の意に添うことを生

活の中で組み入れてみることも大切なときがきてい

ることを私は伝えました。B君とはそろそろ1・年の



付き合い、薬も必要なくなる日が近いようです。

　A君の父親のように人柄が未熟で、大家族の中に

埋もれて存在感のちょっと薄い頼りないあり方が、

相対的にtu親の力を際立たせてしまい、家庭内が波

立っても不思議ではありません。家族全体の様子を

客観的に把握したうえで子どもに対する無理のない

対応を考えることから、父と子との交流も滑らかに

なるでしょうし、家族それぞれが自然な息づかいを

見せるようになるものです。現代の父親からは権威

が失われてしまったとよく言われていますが、あた

かも積み木が箱の中に上手に納まるように家族の一

人ひとりが綴り合うことで．父親も権威者として認

識されるよりも親子のlfftのつながりを確実に感じ取

れる間柄としてその姿が見えてくるでしょう。その

ときこそ、子どもは父親とともに生きていることを

実感できるのではないでしょうか。

　多くの障害を持って生を受けた男児がいます。そ

の幼年時代のほとんどは入院生活で過ごしました。

就学後も通院と入院が生活の大きな部分をtLiめ、小

学5年生のとき、父親の1巨勤で複数の主治医も交替

となりました。このときから登校を嫌がる日がめだ

つようになり、彼と私の交際が始まりました。時代

離れした、かなり古風な人柄と趣味の少年で、どん

なに打ち解けても丁寧な“です・ます”調の語り［、

相撲が大好きで月1：Uの相撲誌を愛読し、tlE戸時代か

ら現代に至るまでの力士の故事来歴に通暁していま

す。野球やサッカーには関心がなく、大相撲の時期

には自作の紙相撲を持ってきては、私とゲームを交

えることもありました。中学校に進学してからは3

年間に50日程度登校しただけでしたが、中学時代に

は2度の両下肢の手術とリハビリテーションもあり、

医療と縁が切れることはありませんでした。家庭で

は週2回の家庭教師による勉強と、母親も一緒のフ

川：界の児市とillヤト

ラワー・アレンジメントと絵画の習い事の生活でし

た。いま彼は定時制高校に熱心に通学しています。

「あなたが見ていてくれたから、曲がらずにここま

でこれた」という文をぜんまいの新芽の絵に添えた

自作の絵はがきが届きました。「皆が助けてくれたの

でできたのです。これからも助けは必要ですけれど、

高校に進むことは自分で決めました。自分のことを

自分で決めたのは初めてです」という晴れがましい

彼の顔が忘れられません。

　未熟な、いつも彼と一緒にいる母親と、まるで内

気一方の父親でしたが、彼が高校に合格したとき、

「じっと見守ってくれて、ここぞというときに力を出

してくれた主人のおかげです。やっと子離れができ

ます」と母親は涙を初めて流しました。登校しないわ

が子にやきもきしつつも、病気を持っているのだか

らと自分自身に言い聞かせ続けている母親と病気に

喘ぐ子どもを、さまざまな楽しみ事を生活の中に織

り込むように工夫しながら支えてきた父親の静かな

そして確かな愛があって、いま一家は輝いています。

　私ごとになりますが、幼いころから自分の母親に

顔も性質も似ていると言われることは、私のひそか

な誇りでした。ところが老年の域にさしかかったあ

たりから、亡父にそっくりになってきたと言われる

ことが多くなりましたc，私は最近デパートの中など

で一瞬父親かと見紛う姿に出会うことがあります。

しかしそれは大きな鏡に映った自分なのです。自分

の中に感じる父親の好ましくない性分を躍起になっ

て消し去ろうと努めていましたが、折りに触れて私

の子どもに亡父の生き生きとした姿が重なって見え

ることがあり、良きにつけ悪しきにつけて紛れもな

いlflLのつながりの重さを痛く感じています。そして

ピ1分のすべてをそのまま認め労ることから、私の中

にひそんでいるに逃いない“私の好ましい父親”を

探していこうと思っていますu
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里親養育への支援
一
東京都養育家庭制度における児童委託の状況から

特 集．

親子関係のいまとこれから

　　　　　　　　　　　　さくら　い　　　な　　　つ　　　ニ

横浜国際徽卵学校獺櫻井奈津子

　はじめに

　東京都養育家庭制度は、社会的養護を必要とする

児童への個別的処遇の保障とコミュニティ・ケア推

進のための具現的対策として1973年に発足した東京

　　　　　　　　tl
の里親制度である。施設とともに里親家庭が社会的

養護を担うという本制度は、それまでの里親制度の

認識を改める画期的な試みであリ、1996年4月1日

現在、延べ960名が養育家庭に委託され、775名がす

でに委託を解除している。しかし本制度発足から20

年以．1：を経た現在も、要養護児童への措置は施設入

所が中心で、養・子縁組里親への委託を含めた里親委

託児童数は養護措置児童数の1割にも満たず、養育

家庭への委託児童の大半が長期的な措欝を要する児
　　　　び1
童である。

　筆者は、養育家庭センターワーカーとして本制度

に直接かかわりを持った自らの経験をふまえ、里親

委託の実践．ヒの課題を明ちかにするために、本制度

　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
における児童委託の状況分析を行った。

　児童の措概にかかわる関係者にとって、里親への

委託後にさまざまな理山から委託の継続が困難とな

1）、施設等に措澱変更するケースの存在は、里親制

度の積極的な活用をためらわせるものでもある。そ

こでこうした拙置変更ケースの要因と措蹴変更に至

るプロセスを検証することによって、里親委託にお

ける固有の援助プロセスを明らかにし、委託業務に

おける方向性を見いだそうと試みた。

　措置変更ケースの分析には、本制度発足から1989

年3月末日までに委託された782名のうち、ユ996年4

月1日現在において措散変更という結果を迎えてい

る243名を対象とし、どのような要因が措置変更に影

響を与えているのかを分析した。そのうえで、筆者

が養育家庭センターワーカーとして在職中に、直接

かかわりを持った63ケースの中から、措置変更ケー

スとして特徴的な事例と、措置変更に結びつきやす

い要因を持ちながらも措置変更には至らなかった事

例とを分析することによって、措置変更に至るプロ

セスと里親の養育を支援するプロセスとを明らかに

した、，

　本稿においては、措概変更ケースの要因分析と援

助プロセスの解明作業から得た結果をもとに、養育

家庭での児童養育を援助するワーカーの役割を中心

に述べたい。

　1．委託児童の退行現象と家族関係の変化

　委託後に生じる特徴的な現象として委託児童の退

行現象がある。「赤ちゃん返り」と呼ばれる自立上の

退行や．i†え行動のほか、偏食・過食・ごねる等の対

応しにくい行動、ときには乱暴や万引き等の問題行

動が現れる。これは、児童が新しい生活環境・家族

関係のなかにおかれての情緒的不安定さの現れであ

ると同時に、こうした行動を受け入れてもらうこと

により新しい環境・家族に適応しようとする最初の
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段階でもある。そのため、里親里子関係を築く最初

の段階で、里親には児童の不安定さを理解し、ある

がままの児童を受け人れることが求められる。

　しかしこの時期は、委託児竜を迎えて既存の家族

関係のバランスが変化するため、里親も不安定な状

況となっている。つまり児童にとっても里親にとっ

ても委託そのものが大きなストレスであり、予想以

上に児童への対応が困難であるとか、委託以外のス

トレスー家族の病気、実子の受験、転勤、転居等一

がある場合、児意への対応をめぐり意見が対立する

等、家族関係の不調や実子の不安定を招きやすい。

こうした家庭内のトラブルは里親の不安・葛藤をさ

らに強める。この不安定さを克服し、新しい家族関

係を安定させるには、既存の家族関係の安定性・融

通性と、メンバー個々の受容性・柔軟n三が求められ

る。この時期ワーカーは、里親が安心して養育上の

不安や不満、ときには家庭内の葛藤についても訴え

られるよう、里親の不安定さに受容的にかかわりな

がら、的確な情報を提供してゆかねばならない。特

に家庭内の不安や不満、葛藤を他入に話すこと自体、

通常大きな抵抗感を伴うものであることと．i9親と

しての良い評価を得たい、ワーカーに批判されたく

ないという潜在的な意1流tが、ワーカーにこうした感

情を表出するのを蹄路させるものであることを、ワ

ー カーは認識していなくてはならない。

　2．ワーカーの存在

　委託児童や里親にかかわるとき、ワーカーの存在

が．委ll毛児童．にとっては「養育家庭での生活を脅かす

人」となリ、里親にとっては「養育を斜…価する人」

となる可能性がある、，措置変更を繰り返している児

敢や思春期を迎えて何かとトラブルの多い時期の児

童にとって、自分の火態を里親がワーカーに報告し、

ワーカーが共感して聴いているという光景や、とき

‖1界の児章と舟性

にはその結果ワーカーからも注意や叱貴を受けると

いう経験は、「自分の味方はいない」「里親の望むよう

な良い子でいなくてはこの家にいられなくなる」と

いう不安や不信感を与・える。

　ワーカーが里親に代わって児童を叱貴することは、

里親から親役割を奪うことであ1〕、それが里親に無

力感を与えたり、親の立場で子と対決しながら自力

で’親子関係の葛藤を乗り越えようとする力を奪い、

里親がワーカーに対して必要以上に依存してゆくこ

とにもつながる。ワーカーにとっては、大変な状況

に何とか力を貸したいという思いや、ワーカーとし

ての評価を気にする潜在的な意識から、里親から親

役剖を奪ってしまう行動をとりがちであることを、

ワーカー自身が認識できることが必要である。

　3．ワーカーの立場

　養育家庭制度ではワーカーも施設の職貝という立

場であO、ワーカーが委託児：童の詳細な情報をもて

るという利点がある一方で、里親にとっては施設の

養育等への不満があるとき、ワーカーには話しにく

いという状況を生む。仮にそのような不満が表現さ

れても、今度はワーカー自身が里親の不満に対して

防衛的になってしまう可能性がある。

　また、一時的な保護等の施設と連携した援助を要

するとき、ワーカーが施設の職貝集団のなかでり一

ダー的な存在であるのかどうかということも、援助

のタイミングや方法の決定に影響を与える。

　さらに、児童相談所等の他機関とワーカーとの関

係も、さまざまな場面での意思決定に影響を与えて

いる。例えば過去のケースでお互いに不信感を持つ

ような経験があると、必要な情報交換が後延ばしに

なったりし、反対に過去のケースでお互いに信頼関

係を得ていれば、情報交換や協議がスムーズにな

る。
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　4．里親としての資質

　養育困難な状況を克服し、問題解決に向かうこと

のできた事例から、委託児巌の養育にあたって有効

な里親の資質をあげると、家庭内での協力関係や関

係の安定性、委託児童の現状に対する理解と受容性、

柔軟な児童観、対応上の忍耐強さ、委託児童の行動

と里親への評価とを切り離して考えられる客観性と

白分自身を振り返ることのできる力、日常的なイン

フォーマルな人間関係を利用し協力を求める力等が

あげられる。これらは里子養育に限らず、すべての

子育てに共通する事柄でもある。

　このほかに「里親」という立場から必要とされる

資質の一つは、自ら開拓者として立ち向かう強さと

自らの実践に対する自信であろう。地域社会のなか

で里親家庭が少なく、一般的に制度への認識が薄い

現状では、里親に対する無理解や偏見が少なからず

ある。医療機関の窓口での受診券の説明、委託費用、

施設から預かったこと、姓の違う児童を養育してい

るということに対して無貴任な1曝や憶測、批判に直

面する場合も少なくないからである。加えて里親里

子関係という特殊性からは、児童が抱く実親への感

情の理解、実親との関係において不安定になりがち

な児童に対する理解と受容性が求められる。真実告

知も含めて、児童が実親との関係をどう理解し、ど

のような葛藤を持っているのかを知り、児童自身の

感情を表現できるよう援助してゆくことが必要とな

る。児童の感情はケースにより、年齢・発達のプロ

セス、実親等との別離の状況により異なるが、どの

ような感憎を抱いているにせよ、それによって里親

自身が不安定にならないことが求められる。

　5．ワーカーに求められる資質

養育家庭での児童養育を援助するワーカーの対応

として求められることは、里親に対して安心感を与
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える存在として寄り添い、児童の状況に対して的確

な情報提供を行い、どの機関かち、どれだけの期間、

どういう援助が必要であるのかを判断し調整するこ

とである。

　委託直後や児童の閥題行動等から不安定になって

いる里親には、情緒的な支援を初めとする受容的な

対’応が特に必要となる。児意の状況への的確な情報

提供には、児童の心理的身体的な発達状況に対する

理解と、育成歴からの影響を総合的に判断する知識

が必要である。そして地域内の杜会的資源の情報を

収集し、適切な方法でこれらを利用する手だてを知

り、タイミング良く活用し、あるいは里親が活用で

きるように援助することが求められる。どのような

対応を要するか判断するには、家庭内のサプシステ

ムと、家族メンバー相互の関係のプロセスを観察し、

その家庭に独特な価値観や行動パターンを知ったう

えで、家族全体としての柔軟性や力量を測ちなくて

はならない。

　また特に思幕期児童の反抗、学校や地域でのトラ

ブルという状況にあるとき、里親はそれまでの養育

への自信が揺さぶられ、すべてを否定的にとらえて

しまうほどの大きな不安と葛藤のなかにある。ワー

カーはこの不安と葛藤を受けとめながら、思春期に

おける児童の特性、反抗や問題行動の意味、実親と

の関係を含めた児童の葛藤等についての情報提供を

行う必要がある、

　このようなワーカーとしての対応においては、ワ

ーカー自身が自分の立場や過去の経験から受けてい

る影響について認識し、自身に起こる逆転移を理解

する必要がある。

　6．里親制度の持つ限界

　実親等への家庭複帰の可能性が少ない児童にとっ

て、養育家庭が真に最善の養育者であるかどうかは、



児童のパーマネンスの保障という観点から検討され

ねばならない。

　長期問の措置を要する児童を養育家庭に委託する

場合、里親に対しては児童と里親とが実親子に近い

緊密な人間関係を築くことを求める一方で、養育家

庭センター等の公的機関が定期的に介入することに

より、児逝にも里親にもある種の不安を生じさせて

いる。これは里親委託そのものが持つ不安定さであ

り、例えば、レスパイトケアとして施設での一時的

な保i漫を行うとき、結果的に児童の不安・不信感を

商め、家庭への帰属感を損なうことにもなりかねな

い。このような不安定さを前提とした里親里子の関

係であると割り切ったうえで、長期的に！巳親養育を

行うことがいかに難しいかは、多くの措置変更ケー

スが物語っている。

　7．今後の課題

　わが国の里親制度不振の到i山の一つとして、わが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国独特の家意識や価値観のIU’1題が指摘されている。

筆者自身の経験からも、一般的に「子育て」という

作業は家庭内の私的な営みとして位置付けられ、子

育て上生じる問題や家庭内での葛藤を、他人に相談

し援助を求めることには大きな抵抗感がある。この

ような価値観は、子育てそのものについて杜会的な

システムとしての支援体制を築きにくいという要素

を持つものである。同時に里親も里親養育にかかわ

る関係機関もこのような価倣観からの影響を否めず、

公的機関とのかかわりのなかで家庭という場におい

て子育てを行うこと自体に、ある種の困難性を伴っ

ている。

　パーマネンシープランニングでは、できる限り実

親による児童養育を支援したうえで、措概が必要な

場合は可能な限り短期llljのうちに家庭復侃を試みる。

そのためには、児童養育に対する予防的な取り組み

世界の児従と母W．

を含めて、実親による養育が継続できるような地域

社会のなかでの支援システムの充実が図られなくて

はならない、里親もその支援システムのなかの一つ

の資源であると同時に、他の資源を活用しながら子

育てを行うものであろう。

　しかし、パーマネンスという側面において里親委

託には限界のあることは前述した通りである。措潰

以前の児童養育支援体制の問題、措潰後のファミリ

ーケースワークの問題、養子縁組施策の問題とも併

せて、里親委託を要養護児童施策のなかでどのよう

に位置付けるのかを明確にする必要があり、里親に

限らず子育て全般に対する地域社会における支援シ

ステムの充実が求められる。

　養育家庭制度では、委託児童全体の約2割が短期

委託として学校等との関係から近隣地域の養育家庭

へ委託したり、施設入所までの一時的な受け1皿とし

て養育家庭を利用しているが、これら短期委託の特

性と、それを援助する関係機関の対応についてはい

まだ充分な研究がなされていない。短期委託を受け

人れる養育家庭に必要な資質を検証し、その役割と

機能とを考察し、必要な援助システムを確立してゆ

くことが、今後の里親制度発展のための課題となろ

う。

＊tl．

川tzasi（都児京福鮒審濃会庶見艮巾「東鵬：V611におけるU1．親制度のあ1）方につ

　いて」1972年

t2）本制度における硫引’【白資料は「ffてる一as・vr家庭制度2服∫白IC念誌パ堺（

　京都蘭鮒局、lv9：｛乎1及び「東痕都養f「家庭センタ・－9環鰍告」t．aSJ；CGi；

　養ff家庭センター協議会｝を劇llt、．

（3｝拙苫「り窃〔都養育家庭集1」度の実山1「的研究一捌諏変史’r－7．の分干llを通し

　て」明治学院大学大学院修lr途文．1997年

い1｝松本武f’「児衡祈¶1の実汕：的研究」戯イd啓房、1972Sp、　pP，3811－3S7
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母子寮から母子生活支i援
施設への転換一家願援の実際

特

親子関係のいまとこれから

　　　　　　　　　　さか　もと　のぶ　　こ

岬区さっき寮搬坂本信子

　はじめに

　児童福祉法が改正され平成10年4月1日からt，y子

寮は1敬子生活支援施設と改称し、母子寮の目的に入

所者自立促進のためにその生活を支援することが加

えられ、児童の対象年齢も満20歳になるまで引．、ヒげ

られる。母子寮には子どもと家族の自立支援サービ

ス機能充実が大きく期待されている。またこれに加

えて児童家庭支援センターの創設による地域の相談

援助体制の整備等も、児竜福祉施設全般に求められ

ている。この改正の趣旨は少子化の進行、夫婦共働

き家庭の一般化、家庭と地域の子育て機能低下等り己

童及び家庭を取り巻く環境の変化を踏まえ、児童の

福祉の増進を図るためとされている。このような母

子寮を取り巻く背景のなかで、当法人は「私たちは

家族を支援します」を目標に掲げ、子育て家庭のよ

きパートナーとして施設運営を統けてきたが、その

三つの母子寮、東京都網代母子寮、白鳥寮（子ども

家庭支援センター）、中野区さつき寮が取り組んでき

た子どもと家族への支援を通して、今後の母子生活

支援施設としてのサービス機能をどのように構築、

整備できればよいのかを探りたい。

　1．母子寮3施設の家族支援事業

　（1）網代母子寮の緊急一時保護事業

　当母子寮は都心から離れて1il然環境に恵まれたあ

きる野市にあり、夫の暴力、虐待等から逃避しひと

ときを静かなところで安心して生活できる場、心身

のいやしの場として最適といえる。この事業は東京

都から昭和28年2月委託を受け、現在まで25年間実

施してきた。この間1，113世帯3，294名、延べ67、880

名が利川した。

　入所理由は夫や内夫の暴力、虐待が全休の61％。

そのほか、精神障害、生活困難、家庭不和が入所理

由とされているが、多くは経済的困窮が含まれてい

る。家族数は4名が158U1：帯、5名が42世帯、6名が

14世帯、7名が81LI：帯で、多子家族にも多く利用さ

れている。母親の年齢は30代、40代が810世帯73％と

多く、子育て期に困難な生活環境で頑張り続けてき

たことがわかる。退寮先は・母子寮359世帯33％である。

入所中の7アミリーケースワークにより、帰宅した

のは289世帯26％である。そのほか、アパート、家族

引取り、住み込み就職となっている。母子寮の対’応

として、危機的状態にある家族の身の安全と保護の

ための支援活動を夜間を含め24時聞体tfillで実施して

いる，、いつでも安心して利用できる設備として、緊

急保滋室5部屋と日常生活に必要な生活用品を揃え

ている。「ゆっくり子どもと一・緒に眠ることができた」

「久し振りにお風呂に安心して入れた」などは、人

所者から入所当初よく聞く言葉である。まず第一に

生活が守られ、ゆっくり休むことがお母さんにも大

切で「いやし」の期間が必要である。

　次に子どもとともに生きる方途を関係機関、母子

寮職貝と相談しながら、お母さんと子どもが主体的

に決定できる支援を実践してきた。

　入所期間は2週間と制度上決められているが、そ

れ以．ヒの利用者は662世帯60％の入所実績がある。自
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